
謎の樽屋

冨樫桶樽製造業

大正13年ごろ

本町地区か？

　それから、幾年も過ぎたのですが、偶然にも
町史に記されていた畠山樽桶製作所について、
詳細を知る機会がありました。それは、昭和
59年に七飯町教育委員会発行の「ななえ教育
ニュース」の訪問シリーズ「古老をたずねて」
というコーナーで、実際に樽を製作していた畠
山鉄太郎氏のインタビューです。
　畠山氏によると、大正13年（14才の時）か
ら青森の桶屋に奉公し、昭和6年に函館に渡
り、縁があって七飯町内の桶屋で働かせても
らったといいます。この桶屋は、現在の七飯本
町の国道５号沿いにあったと考えられます。そ
して、その桶屋が引き上げた後は、店を引き継
いでいたそうですが、昭和８年に現在の本町郵
便局の向かい側に「畠山桶製作所」を開いたと
語っています。その店は、昭和32年発行の
「七飯町市街地案内図」でも確認できます。
　以上のことから、もしかしたら、冨樫桶樽製
造業は、畠山氏が引き継いだ店だった可能性が
浮上しました。とはいえ、不確定要素が多いの
で、調査は継続しなくてはならないし、記録も
しなくてはなりません。もし詳細を知る方がい
れば、ご教示いただければ嬉しい限りです。
　それにしても、いったいこれほど大きな樽
は、何に使うのか気になります。樽屋が町から
姿を消した今、このような風景を見ることがで
きなくなったのは残念でなりません。

　長らく存在はわかっていたものの、七飯の景
色かどうか分からない写真がある。それが「冨
樫桶樽製造業」という資料名で登録されている
上の写真になります。
　当館ができるより、はるか昔に収集されたも
のなのですが、来歴も収集年すら記載されてい
ません。ただ大正13年頃に撮影されたことが
記されているのみでした。
　屋根に厚く雪が積もっている軒先には、資料
名にもなっている「冨樫桶樽製造業」の看板。
そして店の前には、大人の背丈よりも大きな径
をもつ樽が、３つ並べられて、その右側には、
蓋と思われる半円状に組まれたものが並び、お
そらく「冨」の字をデザイン化した模様の法被
を纏った男たち（職人なのだろう）と、幼い子
どもが写っています。
　店前に積った雪には、車輪の跡が見られるの
で、馬車か大八車でも通れるくらいの道なので
しょう。いずれにせよ、この景色だけでは、七
飯町のどこに相当するのか判別はむずかしい。
　大正５年発行の『七飯村史』には、冨樫桶樽
製造業の文言を見つけることができませんでし
たが、昭和51年発行の『七飯町史』に、樽お
け製作所として畠山樽桶製作所の名前が記され
ていました。とはいえ、記されているだけで、
その詳細は書かれておらず、しかも店名が異な
るので、その後の調査を断念していました。
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1月の予定
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４月から始まったボランティアによる野草
園整備は、１１月が最終月。こも巻や落ち
葉の片づけなど、丁寧に作業を進めてくれ
ました。野草園は、第一から第三まであ
り、官園時代に育成していた草木を中心
に、春から晩秋まで咲く花々を見ることが
できます。今年からは、表示板も新調しま
した。酷暑の頃も、風が強い初冬も、整備
していただき、感謝申し上げます。また、
例年、育てた植物からできた、タネのいく
つかを配布しております。準備が出来次
第、少量ですが、館内に置きますのでどう
ぞお楽しみに。
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石器づくりに挑戦しました。講師は、今金
町教育委員会の学芸員、宮本雅通さんをお
迎えしました。宮本さんは石器づくりのス
ペシャリスト。今回は黒曜石をつかい、矢
じりを作りました。「石器の器は、うつわ
ではなく、利器のことです。」と言うと、
子どもたちは驚きます。また石を剥がすに
は、80度という角度が大事と伝えると、む
ずかしい・・・の声。それでも根気強く頑
張りました。作った石器を、透かして見る
良い笑顔に出会えた時間でした。

24

今年も多くのご来館に感謝申し上げます。展示内容
に合わせて、資料や図書を寄贈された方や標本制作
の知識を教えてくれた方、展示の評価を伝えてくれ
た方、ありがとうございます。翻ってトイレ利用だ
けの目的の来館も増え、そのマナーに苦慮すること
もあります。一日の間でも、一年の間でも喜びやそ
うでないことがあざなえる縄のごとし。来年もま
た、今まで以上に日々の管理と新しい「眼」をもっ
て、博物館活動に専念をして参ります。

　編集後記　～tawagoto～
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11月28日から開催しております「聖山-
seizan-」では、考古学が好きなひとも、そ
うではないひとも、楽しんでもらえるよう
に、なるべく専門用語を避けて、解説をし
ています。聖山式土器の文様の特徴をわか
りやすくする展開写真、在野研究者の目録
なども見どころです。聖山式土器以外の晩
期の土器も多く展示しています。大きさや
形、独特な把手など、それぞれの視点で自
由に見てください。来年2月15日までの開
催となります。ぜひ足をお運び下さい。
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こもづつ（こもつち・つつのこ）

＜２０２５．11＞

俵編み器の部品でた
て縄にする編み縄を
まく「こま」。俵は米
や麦等の包装や貯
蔵にも使いました。


